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   Ｇ０１Ｎ  21/64    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月13日(2010.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モノマーおよびオリゴマーの少なくとも一方からなる主剤と光重合開始剤とを含む紫外
線硬化樹脂の硬化状態を測定する硬化状態測定装置であって、
　前記紫外線硬化樹脂を励起するための紫外線を照射する第１照射手段と、
　前記紫外線の照射によって前記紫外線硬化樹脂から発生する蛍光を受光する第１受光手
段と、
　前記第１受光手段によって測定された蛍光の量に基づいて、前記紫外線硬化樹脂の硬化
状態の良否を判断する判断手段とを備え、
　前記紫外線硬化樹脂は、少なくとも２つのシート状部材の間に介在しており、
　前記第１照射手段は、一方の前記シート状部材を介して前記紫外線を前記紫外線硬化樹
脂へ照射する、硬化状態測定装置。
【請求項２】
　前記少なくとも２つのシート状部材は、所定の搬送方向に沿って連続的に搬送され、
　前記少なくとも２つのシート状部材の搬送経路には、前記紫外線硬化樹脂における硬化
反応を促進するための紫外線を照射する硬化装置が配置され、
　前記第１照射手段および前記第１受光手段は、前記搬送方向に直交する方向に配列され
た複数のヘッド部からなる、請求項１に記載の硬化状態測定装置。
【請求項３】
　前記判断手段は、前記硬化装置を通過後の紫外線硬化樹脂からの蛍光量の大きさに基づ
いて、前記硬化状態の良否を判断する、請求項２に記載の硬化状態測定装置。
【請求項４】
　前記判断手段は、前記搬送方向に直交する方向における蛍光量のバラツキに基づいて、
前記硬化状態の良否を判断する、請求項２に記載の硬化状態測定装置。
【請求項５】
　前記硬化装置を通過前の紫外線硬化樹脂に対して、励起するための紫外線を照射する第
２照射手段と、
　前記第２照射手段による紫外線の照射によって前記紫外線硬化樹脂から発生する蛍光を
受光する第２受光手段とをさらに備え、
　前記判断手段は、前記第１受光手段によって測定された蛍光の量と、前記第２受光手段
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によって測定された蛍光の量とに基づいて、前記紫外線硬化樹脂の硬化状態の良否を判断
する、請求項２に記載の硬化状態測定装置。
【請求項６】
　前記第１受光手段は、前記蛍光を分光することで、前記蛍光のスペクトルを取得する第
１分光手段を含み、
　前記判断手段は、前記第１分光手段において取得された前記蛍光のスペクトルのうち、
前記紫外線硬化樹脂に対応する特定波長の強度値に基づいて、前記紫外線硬化樹脂の硬化
状態の良否を判断する、請求項２に記載の硬化状態測定装置。
【請求項７】
　前記硬化装置を通過前の紫外線硬化樹脂に対して、励起するための紫外線を照射する第
２照射手段と、
　前記第２照射手段による紫外線の照射によって前記紫外線硬化樹脂から発生する蛍光を
受光することで、前記蛍光のスペクトルを取得する第２分光手段とをさらに備え、
　前記判断手段は、前記第１分光手段によって取得されたスペクトルと、前記第２分光手
段によって取得されたスペクトルとに基づいて、前記紫外線硬化樹脂の硬化状態の良否を
判断する、請求項６に記載の硬化状態測定装置。
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